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魚の飼育と植物の栽培を組み合わせることで共に効率化を図るため、以下の実験を行った。
実験(1) 四種類の植物を用いた、様々な条件下で、植物の種類による成育の違いを調べる実験。
結果(1) 四種類全ての植物が、光○魚○の条件下で最も良く成長し、植物の種類による成育順

の変化は見られなかった。
実験(2) 植物の種類を統一し、光(藻を発生)の有無、魚の有無を変えた四種類の条件下での成育

の違いを調べる実験。
結果(2) 光○魚○、光✕魚○、光✕魚✕、光○魚✕の順に良く成長した。この結果から、魚の

排泄物中の窒素酸化物と藻が光合成で発生させる酸素が関係しているのではないかと
考察した。

実験(3) 実験(2)の結果から立てた考察を確かめるための、実験(2)と同じ条件下で、水質調査を
行った実験。

結果(3) 魚のいる水槽では窒素酸化物や有機物の濃度が高くなっていた。
研究全体の結論 水中に光を当てて藻を発生させ、魚を飼育することで水耕栽培を能率化する

ことが出来る。
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サイズを合わせ貼り付けてください。
また、貼り付けた画像の元データ（JPEG）を、本フォームと

ともに、メールでお送りください。
次頁にサンプルを掲載しております。

全国ユース環境活動発表大会


